
 

第 17 回支援連絡調整会議 議事録 

 

 

1. 事務局連絡 （10：00～10：05） 

 地域企画「まちあるき」について 

今年度第一弾を 10月 4日（土）、矢作町を対象に実施する。現在参加者を募集中。矢作にはコ

ミセン単位で三つの地域（生出、矢作、下矢作）があり、それぞれに班分けをして実施予定。9：30

集合で、午前中 2 時間でまちを歩き、午後は見つけた資源を地図に反映し見える形にするワーク

を行う。参加に制限は設けていないので、興味のある方はぜひ参加していただきたい。また、周囲

に関心のある方がいたらぜひ周知していただきたい。 

 

 WEB サイト定点観測一覧ページについて 

まちづくりプラットフォームでは、WEBサイトと facebookでの情報発信を行っており、facebook で

は毎月 11 日の月命日に、定点観測として市内の様子を写真で掲載している。WEB サイトでもまと

めて見られたら、という意見をいただき、この度 WEB サイトでも見られるようにページを作成した。

トップページ右側のバナーから一覧ページを見ることができるので、ぜひご覧いただきたい。 

 

2. 活動報告（全体） （10：10～10：45） 

 

・前回の会議からの 9月までの活動報告、今後のイベント情報の共有 

・質問あれば適宜。各団体 3分程度で報告 

 

※以下発表順、発表者敬称略に記載 

※発表の順番は第 17 回支援連絡調整会議参加者名簿に準ずる。番号は名簿の番号を記載 

 

 

 

日 時：2014 年 9月 16 日(火) 10：00～12：00 

場 所：下矢作地区コミュニティセンター 

出席者：15 団体 23 名（内オブザーバー2団体 3名） 

進行：酒井（事務局） 

文責：三浦（事務局） 



1 高田大隅つどいの丘商店街／

山本 

隔月でつどいの丘商店街情報誌「アカリ」を発行し、商店街と関わりがあるところに手渡しで共有している。WEB サイトや

facebookでも商店街の情報など掲載しているので、ぜひご覧いただきたい。最近の大きなイベントとしては、7/13日（日）に

復興グルメ F-1 大会を開催。岩手・宮城・福島から 14 の商店街が参加した。次回開催地は福島県相馬市。その他、10/1

日（水）～3日（金）で新潟県中越の視察を行う。住民の方、NPOの方からの参加を募集している。今週まで募集しているの

で、関心のある方は事務局山本まで連絡いただきたい。 

2 NEC ネッツエスアイ（ひまわりハ

ウス）／村上 

8/11日（月）～30日（土）まで、田﨑飛鳥さんの絵画展をひまわりハウスで開催した。18日間で400名の方が来場。普段利

用しない方も来場されて、ひまわりハウスを知っていただくいい機会になったと思う。 

3 ジャパン・プラットフォーム／高久 「共に生きるファンド」資金助成プログラムを実施。ファンドで助成を受けている団体が開催するイベントについて 2 件お知

らせする。①9/18（木）＠リアス NPO サポートセンター主催「資金調達・経営安定化セミナー」が釜石で開催。助成金交付

決定から入金までの間のつなぎ資金の活用、日本政策金融公庫の融資制度などについて学べる。②うれしの子ども図書

室が 9/10 日（水）～21 日（日）まで「絵本で知る世界の国々in 気仙」というイベントを、大船渡市のリアスホールで開催中。

世界各国の絵本を展示、触れることがテーマ。開館時間は 10 時～17時。 

4～8 陸前高田市仮設住宅連絡会／

島倉 

自治会サポート、中間支援、コミュニティの新生・再生を三本柱に活動。イベントを公民館単位で行うなど、地域と仮設の交

流を図っている。また、食生活改善推進委員と協力して、地区公民館を会場に栄養教室などを開催することで、仮設の方

にも地域の方にも参加してもらえるよう取り組んでいる。 

9 陸前高田まちづくり協働センター

／黄川田 

地域の住民がこれからのまちづくりを身近に感じ、一歩踏み出してもらうきっかけとして、今年度は「まちづくりコーディネー

ター育成講座」を開催している。1 回目、2 回目は終了。第 3 回は情報発信のテーマで、10/1 日（水）19 時より、まちづくり

協働センター会場に開催予定。（定員に達したため、募集は終了） 

10～

11 

セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン

／平瀬 

陸前高田市で「子どもまちづくりクラブ」の活動を実施している。9/6 日（土）に、地域の方への活動報告会を開催。図書館

再建への取り組みや、東京への子どもまちづくりリーダーツアー等について、地域の大人と意見交換を行った。活動内容

はブログでも報告していく予定なので、ぜひご覧いただきたい。 

12 いわて三陸 復興の架け橋プロ

ジェクト／鈴木 

弥生会計と協働で「復興応援セミナー」を昨年度同様に開催する。内容は「事業成功のための会計視点セミナー」と弥生会

計ソフトの「運用支援セミナー」。昨年度参加し、弥生会計ソフトの無償提供を受けた方は、今年度は無償提供できないた

め注意。新たに参加する方にはソフトを無償提供する。詳細は弥生会計、復興の架け橋のホームページを参照。 



13 岩手大学 三陸復興推進機構／

楡井 

8 月、9 月は学生の夏休みということで、陸前高田で活動させて頂いた。季節がら夏祭りのお手伝いが多かった。8 月上

旬、下旬には法政大学と一緒に仮設住宅の調査も行った。10 月の三連休にも学生と一緒に陸前高田で活動予定。 

14 陸前たがだ八起プロジェクト／蒲

生 

モビリアに特化して活動している。月曜日は畑の日、火曜日は軽体操の日、水曜日はお茶っこの日と、定期的に実施して

いる。9/14 日（日）、15 日（月）は住民主体の手作りイベント「モビリア祭り」を開催。今年のテーマは仮設を出ていった人が

戻ってきて交流できるもの。月に 1 回実施している「男の料理教室」参加者のブースや、畑ブース、子どもブースなど、それ

ぞれの活動を報告した。大学生や Reva に協力を貰いつついいイベントになった。引き続き活動を続けていく予定。 

15 いわて連携復興センター／葛尾 8/29日（金）午後、JCNと共催で「現地会議 inいわて」を開催。参加者は80人程度。前半は日本NPOセンター田尻さんよ

りマルチステークホルダープロセスについての講演、後半は円卓会議の実践を行った。最近の動きとして、9/11 日（木）に

紫波町で高知市民会議の東森さんを招いた寄附付き商品のセミナーを開催。いわて連携復興センターでも SAVE 

TAKATAと組んで、寄附付き商品を盛岡のカフェで販売している。売上から100円がSAVE TAKATAへ寄附される仕組み。

9/26（金）に盛岡でこの商品のお披露目会を行う。また、岩手ビッグブルズと組んで9/23日（火）に、岩手のプロスポーツチ

ームに触れるイベントを花巻で開催する。ぜひ足を運んでいただきたい。 

16～

17 

大船渡地域振興センター／高橋 大船渡の合同庁舎内に設置した被災者相談支援センターにて、窓口相談と専門家相談を実施。陸前高田市被災者支援

室にて、毎週の出張相談も行っている。9/2 日（火）には災害公営住宅への移行研修を実施し、社協、福祉関係、被災者

支援関係の方が参加。同じ内容を12月に久慈と宮古で開催するので、内容に興味のある方は振興局までご相談いただき

たい。イベントの案内は 2 件。①「住宅再建相談会」を 9/28（日）に陸前高田市役所と長部地区コミュニティセンターで開

催。②「復興の現場見学会」第2回を大船渡で9/30日（火）に実施する。見学地は綾里の公営住宅、防災集団移転の工事

地、及び大船渡港湾港防波堤の工事現場を予定。定員は20名で、現時点で12名の参加申し込み。なお、陸前高田は11

月に開催予定。別途お知らせさせて頂く。 

18 教育支援チーム「まつ」／佐々木 被災学校の支援、子どもたちの見守り活動、先生方の居場所の運営を行っている。今年からは見守り活動の一環として、

フリースペース「まつぼっくり」を立ち上げ、学校に行きづらい子どもたちの支援をしている。昨年 1 年間かけて教育委員会

が保管している物資の一覧を作成、各学校に必要なものを配るという活動を実施。先週に学校対象に配布を行い、12 校

中 10 校が来てくれた。配布分を除いたリストを作り直し、各校へリストを配布、学校を通して父母に物資を配る予定。保管

場所は二又復興交流センターの一角。そこに取りに来ていただくことになる。 



19 パクト／桒久保 子どものための居場所づくり（みちくさルーム）運営中心に子ども支援、復興サポートステーション運営、二又復興交流セン

ター運営を行っている。子ども支援活動は、新学期が始まったので通常の活動に戻りつつある。復興サポートステーション

は大学生が休みの時期ということもあり、引き続き学校単位で来ている傾向。二又復興交流センターは今週で一段落だ

が、前半は企業中心に団体の来所が続いていた。富士通の社会貢献活動の受け入れが 9 月後半～12 月まで、3 泊 4 日

の受け入れを 20 クールほど実施していく。 

20 遠野山・里・暮らしネットワーク／

林 

今年度は初めての参加。現地スタッフが2名おり、仮設住宅や在宅の高齢者見守りを主に行いつつ、週2回程「ほっとひと

いき」活動（被災地から遠野の入浴施設にマイクロバスで送迎しお風呂と昼食のサービスを行う活動）を実施。また、ボラン

ティアの受け入れでは生協のボランティアや法政大学、東洋大学など大学生のボランティアを受け入れつつ、畑作業や側

溝あげなど、個人宅を含めた小さいニーズに対応している。今後公営住宅ができる後に NPO としてどう関われるのかを考

えていくためにも、日程が合えば次回以降も参加したい。 

 オブザーバー 

電通／谷口 

内閣府の被災地政府広報。各県のテレビやラジオ放送で支援団体の活動を聞いたり、どういう内容を発信すればいいか

知るためにこうした会議に参加している。岩手ではテレビ朝日とテレビ岩手で5分程度の枠で放映中。ホームページでは発

信した内容と、施策の問い合わせ先を掲載している。これまで案内してきたものをまとめる作業も行っている、そのアクセ

ス先については、何らかの形で案内するので、有効な情報があれば活用いただきたい。 

 



3. 意見交換・現状の活動などの抽出/共有（テーブル議論） 

 

＜1G:地域・コミュニティ＞ 

➢情報の追加 

なし 

➢意見交換 

・ 地域の状況について情報共有。転居した住民と元々住んでいた住民との交流を図ることを目

的とした住民主体のイベントや、仮設団地内での交流イベントを企画、開催している動きがあ

った。 

・ 今後のコミュニティを見据えると、自治会がうまくリーダーシップを発揮してコミュニティを運営し

ていくことが必要。リーダーがコミュニティの中から出てくるように、地域性に合わせた「きっか

けづくり」を行っていくのが今後の活動になってくる。 

・ コミュニティの中に入って活動するうえで、住民の主体性や地域の特性を踏まえた、私たちの

共通ルールのようなものを作ってみてはどうか。 

⇒地域の特性・状況と NPOにできることを洗い出し、そのうえでシーンに合わせたシミュレーシ

ョンを次回以降に行い、活動時の活用につなげることを目指す。 

 

＜2G:子ども・教育/子育て・女性＞ 

➢情報の追加 

・ マッピング確認、見直し、修正など若干 

➢意見交換 

・ 学校の状況： 

高田第一中学校では、退職教員が夜間に子どもたちへ勉強を教えている。学校は震災前の

状況に戻りつつあるけれど、内部では多くの問題を抱えているのではないか。高校が大船渡

から高田に戻ると、子ども達の移動に関してまた課題が出てくるのではないか。 

 

・ 女性の動きが見えないという声も出ていた。離婚率が上がったり、仕事の問題を抱えている

のではないか。 

・ 子どもたちのイベント参加がなぜ少ないかについて意見交換。参加への負担。 

・ 仮設住宅で生活をしていても逃げ場がないのではないか（物理的、心理的）等の課題が共有

された。 

・ 会議の場に住民が参加していないのであれば、自分達から住民に話をして、聞いた話を次

回この場に持ってこられたらいい。 

・ 地元団体との今後のコミュニケーション等に前向きな話も出ているので、ぜひ実行したい。 

・ ここで出た意見を地域に伝えていきたい。 

 



＜3G:商工・観光・産業＞ 

➢情報の追加 

・ 竹駒町：井筒屋、米崎町：京亭（オープン予定） 

➢意見交換 

・ 前回から継続し、テーマは「よその人がわざわざ陸前高田に泊まる目的は？」 

・ 要素 6点：観光、学習、交流（呼ばれる）、帰省、主催事業（ツール・ド三陸など）、仕事 

・ 現在はそれぞれの対象者に向けた回遊プランができていない。対象者向けのパンフレットが

作られると活用されるかもしれない。また、最近増えてきた宿泊施設におくと、喜ばれるかもし

れない。パンフレットを見て目的ができるのではないか。 

→ぜひ回遊メニューのパンフレットを作り、Web と紙版を作りたい。できればアプリも…思い切

った発想のものをつくれたら。 

・ イオンができても周辺産直の集客は減っておらず、逆に増えたということもある。イオンの地

域貢献の部分とうまく連携して、気づくような仕組みが作れればいい。 

 

4．その他 

 陸前高田市保健医療福祉未来図会議のご案内 

前回支援連絡調整会議にて、1 グループから「保健医療福祉未来図会議との連携を強化したい」

との意見が出されたことを受け、未来図会議の事務局とまちづくりプラットフォームの事務局にて、

今後の相互間情報共有について意見交換を行った。その中で、「災害公営住宅移行期と今後の

サポート」の課題について、双方の課題間が一致したため、次回の未来図会議のテーマに据えら

れることになった。 

未来図会議には保健医療福祉分野のアクターが多く参加しているが、より住民に近いところで

住民の声を拾っている NPO にもぜひ参加いただきたい。日程は下記の通り。 

※未来図会議への参加申し込みは下記リンク先を参照。 

http://www.koshu-eisei.net/saigai/rikuzentakatakaigi.html 

 

○陸前高田市保健医療福祉未来図会議 

日 時：2014 年 10 月 3日（金）13：30～15：30 

テーマ：災害公営住宅移行期を迎えて～いま、それぞれがなにをやらなければならないか～ 

※今後の平成 26 年度未来図会議予定 

 2014 年→10 月 3 日（金）、11 月 14 日（金）、12 月 12 日（金） 

 2015 年→1月 9日（金）、2 月 13 日（金）、3 月 13 日（金） 

 

【次回の開催日程】 

 第 18 回支援連絡調整会議 

  10 月 14 日（火）10：00～12：00 ※会場及び詳細は別途連絡 

http://www.koshu-eisei.net/saigai/rikuzentakatakaigi.html

